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4．職業諸階層の政治態度特性を構成する意識項目の析出
　さて，次に本章では倉敷市民にみる諸階層の政治的態度特性を分析してみよう。すでに
明らかにしたように，我々が取り扱いえた属性＝階層的地位指標をもっとも総括的に代表
する地位指標は職業諸階層であった。したがって，すでにのべたように倉敷市民諸階層の
政治的態度を我々は職業諸階層の政治態度特性の分析として行なって行く。
　図4～図7は様々な地位指標と各意識要因（質問項目）との二項間のクラマー係数を示
している。係数がほぼ0．2以上の値を示すもののみ抽出してみたものであるが，すべての
質問に対してもっとも高い相関を示すのは職業諸階層である。また，職業諸階層以外の地
位指標で意識項目と0．2以上の相関をもつものはほとんどみられない。したがって，この
点からも私たちは倉敷市民において異なった政治態度特性をもつ社会階層を解明するに当
って，職業階層について政治態度特性を問題にすることが，もっとも妥当な方法であると
いうことがわかろう。
　また，職業階層と相関の強い意識項目こそが各職業階層の意識特性に貢献する度合いの
大きいものであると考えられる。図4～図7によればこれら意識項目は，先に行なった因
子分析と関連をもち，特定の因子に総括される．項目である事がわかろう。図にはこれら意
識項目と各因子の対応を示してある。また，我々は後に「政党支持」を問題にするが，追
加する3因子の中に投票する政党に相関する意識項目が幾つかあり，これらの関係する因
子をも分析の中で考慮しておく必要があることを示しているからである。これらのことか
ら，次にみるような8因子を選び，これを中心に各階層の政治態度や政党支持を分析して
行くことにしたい。
　表16は2章において分析の結果得られた図2の順序にしたがってならべられた職業諸階
層別に12因子のスコアの平均値を求めたものである。また表17は，世代，学歴，所得階層，
勤め先従業員規模別にみた因子スコアの平均値である。
　さて，上記の観点から，我々は表16の12因子中よりまず8っの因子に特に注目しなけれ
ばならない。
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図5　「経済生活レベル」の因子
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図7　「政治理念重視」の因子
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表16．職業階層別12因子のスコアの平均値
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表17　世代，学歴，所得，勤務先規模別因子スコアの平均値
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5．職業諸階層の政治態度特性
　そこで，図8～図10は表16に示した上記の8因子のスコアを同一座標軸上にプロットし
てみたものである。ただし，同一階層の8因子のスコアが全市民の平均点を示す0．0の境
界をへだてて同一符号の側に位置するよう第5，第6，第11因子の正負の記号を逆転して
プロットしてある。また，図中の0．0の直線上に記入された平均値とは，それぞれの因子
に綜括される調査項目が，5段階ないし4段階評価で質問されているが，その算術的平均
である。このようにしてみたとき，きわめて明らかになった事は，いわゆる異なった階層
間にきわめて異なった政治態度が対応しているということであろう。
　まず図8をみてみよう。職業諸階層のグラフの中でもっとも対照的な特色を示す2グル
ープをとり出して描いたものが，図8である。ここで対照的な関係にあるグループは生産
的労働者，販売労働者に対する会社役員・管理職管理的公務員，「その他管理職」のグ
ループであった。前者グループの政治的態度を示す折線は全体の平均点を示す0．0の境界
線の上方にほとんど常にあり，後者のグループの政治的態度を示す折線はほとんど常に下
方にある。こうした点からして，この二つのグループの政治的態度はどの重要な要素をと
ってみても，市民の平均的態度を境界にして相互に対照的な関係にある。その対照的態度
の内容は次の如くいうことができる。
　〔会社役員・管理職，管理的公務員，その他管理職〕
　その生活要求意識の階層的特性をもっともよく示す「労働とくらし」要求の意識の因子
で，もっともニーズを低く意識している層である。いいかえれば「労働とくらし」につい
ての満足がもっとも高く，それに対する欠乏感をもたない程度がもっとも高い。また，現
在の日本の社会体制の政治レベルについての肯定度もほどほどに高い。これについては中
間管理職を含む管理的公務員，その他管理職の二層目会社役員・管理職に肯定度の差畢
が生じている。まったく同様な事が「経済生活レベル」からみた社会体制についてもい
え，これら三職業階層に属する人々が現体制について政治的・経済的に市民の平均より
以上に肯定的に認知していることがわかる。この意味で，この階層の人たちは，平均的市
民よりも相対的に肯定的な生活意識にもとづいて体制肯定的に認知している。しかし，平
均的市民の認知は，平均値が示すように，「やや批判的，やや不満」であって，中問管理
職二層は，その意味では絶対的な意味で満足し，肯定しているとは決していえない。
　また選挙のときの政党・候補者選択の基準については「政治理念」について重視せず，
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また「個別利害」をも重視するわけでなくて，「国家的立場」を重視するという態度にた
っている。「政治理念」の因子の重視をその内容から「護憲的」な態度だといえるとすれ
ば，彼らは「非護憲的」であるという表現を用いる事も許されよう。更に，政治的な疎
外感覚はなく，むしろ政治に対する有効性感覚はあり，また政治に対する不信感も（管理
的公務員を除いて）みられない。こうして，全体として経営者層と中間管理職層を含むこ
れら三つの階層の政治的態度は，生活意識にもとづき体制満足肯定的であり，非護憲的文脈
で，保・革・中道などの路線選択基準重視的であるという価値基準をもっており，政治的
目的達成に対して疎外感覚をもつこともなく，積極的な体制維持的な態度をもっとまとめ
る事ができる。
　〔生産的労働者層，販売労働者層〕
　これに対して，生産的労働者層，販売労働者層は「労働とくらし」の要求は高く，社会
体制について，政治的にも経済生活の点からも，不満・否定的である。政党・候補者の選
択基準は，「政治理念」重視的であるが，体制選択，保一革路線選択，国益優先な’どの「国
家的立場」ないし「体制選択原理」を重視せず，また，生産的労働者層のみであるが，地
元利害，帰属集団決定重視などの「個別利害」を重視するという立場をとっている。しか
し，政治的疎外感についていえば，不信感は強く，無力感は自営業者層ほどではないが，
平均より高く観察される。
　こうして労働者階級の理念型的階層とみなされる生産的労働者層，および販売労働者層
は，“生活の要求に即して社会体制に否定的，不満的”であり，勤労者福祉重視，平和主
義などの“護憲”文脈にあるが，資本主義か，社会主義か，保守か革新かの路線について
は重視せず，むしろ，政治理念の重視とともに帰属する個別利害の重視をするという発想
が強いといえよう。これは，労働者階級の“革新”的な階級意識を“科学的”体制批判に
もとつく合理的な社会主義への志向と定義するとすれば，いわゆる革新的な政治態度とは
必ずしもいえない。“「護憲」的個別主義的”とこれをよぶことができるかもしれない。
　また，生活にもとづいて体制不満・否定的でかっ疎外感あり，特に個別的利害を重視し，
無力感がみられる生産的労働者は，マス的であると推定できよう。
　〔専門的自営業者，販売自営業者，農民層〕
　次に図10をみよう。これは自．営業者層のうち，農業，販売自営業者，専門自営業者の三
層を，先の経営者・管理職三層（実線）に対比する形で点線によって示したものである。
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これら三層は，その政治態度に関しては，多少折線のパターンを異にしつつも経営者・管
理職三層と同一の側に位置している。肺門的・技術的自営業は客観的地位指標からいうと
層内格差が大きいが，平均すると高い地位に位置していたが，これら自営業層の中でもっ
とも経営者・管理職の三層に似た政治態度を保有している。すなわち，「労働とくらし」
のニーズの意識は低く，「生活にもとづいて社会体制の政治レベルにきわめて満足・肯定
的である。」しかし，社会体制の経済生活レベルに必ずしも経営者・管理職三層ほどに満
足・肯定的であるとはいえない。政党選択の基準において，k記三層ほど“非護憲的”では
必ずしもなく，市民平均2．97（まあ重視する）に近いが，体制原理選択基準を重視してい
る。また，販売自営業者層は，収入階層など地位指標からみて，労働者諸階層よりも“低
い” ﾊ置をしめているにもかかわらず基本的に経営者・管理職層に近い政治態度を有する
と概括できよう。農民層においては，客観的にはもっとも低い地位を占めるといえるので
あるが，その政治態度はむしろ専門的自営業者層に近く，．経営者・管理職層に近い。それ
にもかかわらず，意識次元でも「労働とくらし」ニーズの意識は労働者諸層より満足度が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）高く，特に販売自営業層は市民平均より満足度が高いといってよい。経済生活の実際上の
低さに応じて，社会体制の経済生活レベルとの認知は経営者・管理職層よりも消極的とな
っているが，政治レベルについては「生活の実状にもとつかず」満足・肯定的であり，政
治的無力感もなく，「国家的立場」重視の態度をもっている。このように自営業層の上記三
層は労働者諸賢よりも，経営者・管理職層に近い政治態度を有している。
　〔鉱工運通自営業者層〕
　しかし，同じ自営業者層でも，生産的労働にたずさわる自営業者層はその他の自営業者
層と比較すると，むしろ対照的な特性を示しているようだ。
　「労働とくらし」のニーズ意識はきわめて高く，社会体制についても経済生活・政治の
両レベルについて不満足・否定的な認知をしている。そして，政治的な無力感も高い。し
かし，生産的労働者たちと異なり「護憲的」ではなく，体制選択原理なども重視せず，個
別的利害を重視する度合が高い。これらは，生産的労働者層に若干近似してはいるが，「護
憲的」であるか否かの重要な点で差異を示している。
　〔所謂サラリーマン層〕
　図9によると専門的・技術的労働者屠，事務層の二層は生産的労働者層などと若干異な
った政治的態度を有する。専門的・技術的労働者層は，わずかに経営者3層に近く，事務
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労働者層は生産的労働者層に近いが，いずれにしてもやや中間的な，市民平均により近い
態度を示している。専門的・技術的な一ヒ屠サラリーマンは「労働とくらし」の要求度は低
く，比較的みたされており，経済生活レベルの社会体制認知も満足・肯定的である。しか
し，政治レベルについては不満・否定的である。しかし，彼らは疎外感はなく，価値基準
もやや「非護憲的」であるといってよい。しかし，イデオロギー的な体制選択基準につい
ては平均的な態度を示し地元利害，労働組合利害などの「個別的利害」も重視しない。こ
の階層はもっとも多くの大卒者を含み知識人階層といってよいが，今日の市民の平均的態
度がこの層によって代表されているようである。
　事務層は平均的なニーズ感を「労働とくらし」態度において示しているが，経済的レベ
ルについても，政治レベルについても社会体制について不満・否定的である。政治的無力
感はなく，彼らは「護憲的」であるが，イデオロギー的な体制選択原理については平均的
な態度を示し，個別的利害を重視しない。
　このように，職業階層によってその政治的態度は多様化しており，必ずしも単純化して
とらええない面がある。
　しかし，あえて概括すれば，まず基本的に，生産的労働者・販売労働者のグループと，
会社役員・管理職層，民間企業中間管理職層，管理的公務員層のグループの間に基本的に
対照的な差異が観察され，これらの中間的な平均に近いところに，所謂サラリーマン層の
政治的態度があり，旧中間層は，その経済生活の低さにもかかわらずより経営者・管理職
的な政治態度を形成しているというようにまとめえよう。
6．各政党支持者の政治態度
　我々はこれまで職業諸階層の政治的態度特性について分析してきた。我々の最終目的は
これら職業諸階層の政治態度のみならず，その政党支持傾向を記述することである。この
ためにも，ここで三つのサブ・テーマを述べておぐことが必要である。第一は，各政党の
支持者にみる政治態度特性を概括しておくということである。これによって各職業階層の
政治態度に，いずれの政党支持者の態度がみられるかを分析することが可能となり，その
結果，各職業階層の政党支持傾向を分析する事が可能となる。
　第二は，中流化（生活階層帰属意識において「中の中」以上層に帰属するとする意識）
や階級帰属意識と政党支持の関係を分析しておくことである。この関係は比較的下僚な相
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表18　支持政党別因子スコアの平均値
いQ??
第1因子 第2因子 第3拍子 第4因子第5因子 第6因子 第7因子 第8因子 第9日目第10個日 第11因子第ユ2因子
労働と
ｭ　ら　し
充実した
{設空間
ﾆ行政参加
くらしや
ｷい生活
ﾂ　　境
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経済生活
戟@ベ　ル
平和と
＝@　序 不信感 無力感
政治理念
d　　視
国家的
ｧ場重視
個別的
?Q重視
F
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関を示しており，したがって，我々は各職業階層の中流化などを論ずることによって職業
階層の政党支持を説明することが可能となる。第三に，各職業階層がどの政党を支持する
傾向があるか，またどの政党はどの階層を支持基盤としているかを明らかにしておこう。
第一の課題から分析を試みよう。
　表18は12因子の政党支持別の平均値であるが，図11はこの表の中から政党支持者別に上
記8因子の因子スコアの平均値をとり，グラフ化したものである。
　この図によって直ちに明らかなことは，平均的態度を示す0．0を境にして，基本的に自
民党，民社党の支持者のグループと，社会党，公明党，共産党，支持なし層のグループが，
最初の6つの態度要素について対照的であることを示している事に気づく。その基本的差
異を内容的に確認しておけば，自民党，民社党支持者グループは平均的態度よりも，より
「労働とくらし」ニーズについての満足度が高く，低いニーズ感をもち，政治レベル，経
済生活レベルの両方について満足・肯定的で，現在の政治について不信感少く，無力感も
ない。政治的な価値態度としては，より非護憲的である。また，この点はすべての政党支持
者に共通であるが，国家的利害，体制原理選択を重視し，また個別的利害重視的な態度で
ある。現在の日本において，このような政治態度が現行政治システムを支持し維持しよう
とする政党の支持者の政治態度の構成要素として考えることができよう。
　これに対して，社会党，公明党，共産党の支持者のグループは，市民の平均的態度より
も，より強い「労働とくらし」．のニーズ感をもち，現在日本の社会体制について政治的に
も経済的にもより不満足・否定的で，政治について不信感・無力感をもち，政治的に疎外
された意識をもっていて，政治的路線の選択基準についていえば「護憲的」な政治理念を
もっている。
　以上が，現行与党的な，あるいは与党協調的な潮流に対して何らかの対抗的な関係，野
党的な関係を示すものに共通の政治態度とみることができる。支持なし層は野党的なグル
ープに属すると考えられなくもないが，このグループとして取り扱うことに限度がある。
支持なし層は，最初の5因子について野党グループに入るが，他のすべての政党支持者と
政治的選択基準の三つの態度因子で異なっている点にきわだった特色がみられる。すなわ
ち第一に「護憲的」な特性は明僚ではない。
　第二に，体制選択原理や保・革・中道などの路線の原理については，これを軽視し，ま
た個別的利害についても軽視するという点できわめて特色を示すことになっている。
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　これに対して，社会党，公明党，共産党の支持者たちは「護憲的」である点で共通の態
度をもつが，体制原理，保・革・中道の路線原理の重視という点では，公明党，共産党支
持者が重視するのに対して，社会党支持者の場合，明確ではない。また個別的利害の重視
という点では各政党支持者間に態度の差異はなく，いずれもこれを重視するとするもので
ある。この態度の差異の客観的基盤は図18に示す通りである。
7．生活階層帰属意識，階級帰属意識と政治的態度
　次に，先にのべた第二の問題に分析を進めよう。我々は，人々がどのような階層帰属意
識をもつかをたずねている。表19，表20はその単純集計である。中流意識については我々
はすでに別の事例を用いて詳しく分析した事があるが，その結果「中の中」以上層と「中
の下」以下層は同じ中流意識をもつと判断できないこと，「中の中」以上層を中流意識を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛6）もつものとする事が妥当であることを一つの結論としている。また，中流意識は，人々の
消費生活の豊かさの意識，満足意識というように，単に消費生活意識として理解する事は
できず，とりわけ，労働・生活過程の全体に関する生活意識としておさえることが妥当だ
　　　　　　　　　　　　　　　｛7）という事も明らかにしたことがある。今回の事例からみても，消費生活レベルと直接にか
かわる所得の大きさと，中流意識は比例せず，職業階層によって特徴をもっことがデータ
の中に明らかに示されているといってよい。その意味で，何らかの指標の従属変数として
のみでなく，中流化意識を相対的に独自な意識要素として取り扱う事が必要であろう。こ
こで中流化と階級帰属意識の関連をみてみよう。図12に明らかなように，中流意識が高ま
　表19　あなたは，くらしの点で次のよ
うに5つに社会階層を分けるとすると，
何に属すると思いますか？
実　　数
?
5．上 1 0．1
4．中の上 55 8．2
3．中の中 313 46．8
2．中の下 231 34．5
1．下 62 9．3
D．K 7 1．0
? 669 100．O
表20　また，次のような階級のうち，
どれに属すると思いますか？
階　　　級 実　　数
?
1．資本家階級
Q．中間階級
R．労働者階級
@D．K
　7
P78
S72
P2、
1．0
Q6．6
V0．6
P．8
計 669 100．0
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図12 中間階級1．7％ 資本家階級0．6％
中間階級
　　下
（60人，9，2％）
労働者
　階級
61．90／o
　中の中
（310人，
　47．4％）
37．40／o
労働者階級98．3％
8．70／o
　中の下
（229人，
　　35．00／e）
中間階級
．労働者階級91．3％
　　労働者　　7．4％
　　　　階級
22．2％
　　　　　中の上
　　　　（54入，8．3％）
70．4％
資本家階級
中間階級
るほど，労働者階級帰属意識は中間階層帰属意識におきかえられ，「中の下」以下層は基
本的に労働者階級に属すると意識し，「中の中」以上層は必ずしもそのような関係がある
とはいいえないことがわかる。「中の上」層は基本的に中間階級に帰属するとする層とい
えよう。このように，今日人々が，中間階級に帰属するというとき，その中間階級とは，
もっとも典型的には労働一生活過程において「中の上」のレベルに位置するとする中流化
の意識を不可決の要素としていると推定したい。新中間階級帰属意識とこれをよぶことが
妥当かどうかは別にしても，この帰厩意識層が階級として中間的位置をしめるという意味
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のものでないことは明らかである。
　さて，図13は，中流階層帰属意識別に，政治態度の8因子のスコアの平均値をみたもの
である。ここでも次の事は明白である。
　第一に「中の中」以上層と「中の下」以下層の間に対照的な政治意識の特性があるとみ
てよい。これは，「中の下J以下層が職業階層でいえば生産的労働者層やそれに近似的な
労働者層の側の特性を有し，「中の中」以上層が経営者・管理職層もしくはそれに近似的
な職業層の政治意識と共通性をもっことがわかる。いいかえれば，生活意識の中流化の程
度と政治意識のenbourgeoisementの程度に関連を見出すことができるとこれをいうこと
ができるかもしれない。
　図14は階級帰属意識別に8因子のスコアの平均値をとったものであるが，この図が示す
ことは，やはり同様に労働者階級帰属意識をもつ入と中間階級帰属意識をもつ人とのあい
だに対照的な関係があるということである。
　これらの事実と政党支持の関係はどのようになっているだろうか。まず中流化と政党支
持の関係をみよう。
　図15と図16は中流化と政党支持の関係をよく示している。図15は，どの政党の支持者が
どれほど中流化をしているかを示している。いわゆる革新的といわれる政党ほど，中流化
と縁遠い事がわかろう。また，例えば，図18にみるように，政党の支持階層基盤が同じく
低所得層であっても，中流意識の点で公明党支持者と共産党支持者のあいだに大きな差異
がある事など，中流化ということが政党支持と独自な関連をもつ事を示唆している。
　図16からは同様に，次の点が明確である。すなわち，上記同様，中流化のより高い層ほ
ど自民党，民社党を支持するが，中流化が低いほど社会・公明・共産党支持および支持な
し層となる傾向がある。
　図17は，階級帰属意識別に政党支持をみたものである。中間階級と意識する人は基本的
に自民党・民社党支持である。労働者階級に帰属すると意識する人は，社会・公明・共産
党支持者である人がより多いといえるが，しかし，この場合，そうした傾向を一方で示し
ながら，同時に「支持なし層」が増大し，かっ，自民・民社党を合計してほぼ半数に近い
支持がむけられているという事をデータは示している。
　以上によって，我々は，職業諸階層の政党支持傾向を分析するに際して，その職業階層
の中流化の程度を独自な要因として重視する事は妥当だといえよう。
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　ここまで，我々は政党支持との関連で，それと相関する二つの要因を見出した。
　第一は，とりわけ政治意識の6因子について，自民，民社の支持層に共通な傾向と，社
会，公明・共産の支持層に共通な傾向を基本的な区別として析出することができた。
　第二は，中流意識のあり方，階級帰属意識のあり方は政党支持と強い相関をもつという
こと，中流化，すなわち「中の中」以上層に帰属するとする意識は，自民民社党支持の
傾向と連結するという事がわかった。
　これらの事を前提として，次に，職業諸階層の政党支持の傾向について分析，記述を行
なっておこう。
8．各政党の支持基盤としての階層
　第三に，我々は職業諸階層がどのように政党支持と相関し，現在の政治動向と関連する
かについて若干の考察を行なっておきたい。
　まず，各政党はどのような階層によって支持されているかをみておこう。
　図18は，各政党の支持者がどのような職業諸階層からなっているかをみたものである。
　　〔自民党〕
　もっとも多数をしめるのは生産的労働者（鉱工運通労働者）の30．8％であるが，その支
持者の中にしめる特定階層の比率としては，他の政党と比較して多いとはいえない。むし
ろ注目すべきは，18．1％をしめる会社役員・管理職と11％をしめる農民層であるといえよ
う。量的にも，自民党は経営者，農民の二層が他党にない支持基盤として顕著であるとい
える。（なお，前号（1）の図2も参照していただきたい。）
　更に図18によると，自民党支持者は収入階層において，民社党支持者についで高収入層
をやや多く含むが，勤め先規模，学歴の各層においても，いずれかの層に偏ることなく，
比較的各層を均等に含んでいるかのように思われる。
　また，自民党支持者は，次の民社党支持者とともに中流化の意識がもっとも顕著である
という点で，特色を示していることに注意しておこう。
　〔民社党〕
　民社党の支持層を図18でみると，支持者の約40％が生産的労働者であるとはいえ，他党
と比較するとむしろ少ないというべきであろう。むしろ，図2と併せみると民社党の支持
者に含まれる階層で他党と比較すると相対的にきわめて顕著である層は，民間中間管理職
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図18－2　政党支持別属性（2）
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図18－3　政党支持別属性（3）
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をその内容とすると思われる「その他管理職」および「専門的・技術的サラリーマン」層
であり，それぞれ18％弱をしめている。ついで目につくのは，会社役員・管理職の8％で
あって，民社党は，民間企業の中間管理職，上層サラリ；マンを相対的に顕著な支持階層
基盤としてもち，また，自民党につY、で経営者・役員層の支持を得ていると思われる。ま
た，倉敷の場合，その支持者には自営業層をまったく含まないという点も顕著な特性をな
しているように思われる。図18によると，民社党支持者は収入階層において比較的恵まれ
た人たちを多く含み，大規模企業の従業員層に比較的偏っており，学歴は相対的に高いと
いってよいようだ。世代においては特にどれかの層に偏るということはない。
　要するに，民社党は新中間層，とりわけ中間管理職管理職を重要な支持基盤として含
むところに，その最大の階層基盤上の特色がみられるとしてよい。また，すでにのべたよ
うに，民社党支持者は高い中流化意識という点で，社会r公明，共産支持者と区別される
分散のパターンを示していると指摘してお・きたい。
　〔社会党〕
　図！8によると，社会党を支持する53％が生産的労働者層であるということが，社会党の
第一の特色であろう。ついで専門的・技術的サラリーマンが1割をしめ，管理的公務員，
その他管理職もそれについでいるがいずれもその支持者の1割に満たない。
　図18によると社会党支持者は本人収入階層としてはやや低収入層225万～325万未満前後
に集中していて，自民党・民社党支持者と異なった特色を示している。しかし，勤め先規
模からいうと，民社党についで大企業・官公庁などの労働者が多く，公明党支持者と対照
的な特色を示している。世代的にはやや中高年層に偏るという点も多少の特色といえよう。
中流化意識という点では，「中の中」よりわずかに「中の下」層帰属とする人が多く，自
民，民社党支持者と異なっている事も注目しておかなければならない。
　〔公明党〕
　公明党支持者は図！8によると，生産的労働者層を53％含み，まず何よりも生産的労働者
を支持基盤としている，ということがわかろう。公明党支持者と他党支持者と比較すると
き顕著な事実は，民社党とまったく対照的なことにホワイトカラー層がほとんどいないと
いう顕著な事実である。倉敷では両党の基盤の競合性は低い。
　図18によると，公明党支持者は本人所得で最も低所得の225万未満層を多く含み，零細
規模の従業員である生産的労働者層を含むという点で明確な特色をもつといってよいよう
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だ。いいかえれば，大規模従業員にウエイトの大きい民社党・社会党が大企業労組をその
政党支持・者の重要な社会化の機関としているとすれば，公明党は零細規模従業員にとって
の別種の集団を社会化の機関としてもっていると推定できそうに思わ．れる。公明党支持者
は，その客観的な生活実態を考えると，中流化の程度が比較的高いことも注目すべき事実
であろう。しかし量的にみると「中の下」以下層が半数を超えている。
　〔共産党〕
　図18によると，共産党支持者の60％が生産的労働者である。その他の支持階層について
は，サンプル数が少なく，分析することが不可能である。図18によると収入階層は低所得
層にウェイトがあり，その意味では公明党と競合するかのようであるが，必ずしも零細規
模従業員に偏っておらず，同じく低所得層といっても大企業と中企業などの従業員の中で
の低所得層をかなり含むと考えてよいように思われる。また，中流化の程度が低い，とい
う点でこの支持者は顕著であり，「中の下」以下層，つまり貧困意識層，生活不満層を多
く含むという点で特色をもつように思われる。
　〔支持なし層〕
　支持なし層に含まれる階層の特色は，ホワイトカラー層が比較的多いということであろ
う。支持なし層の32％が生産的労働者層＝ブルーカラー層であるのに対し，ホワイトカラ
ー層の合計は44％にもなる。図18によると，収入階層としては最低所得層ではなく，325万
未満層前後に集中して，人並みくらしレベルの境界線上にある入が多いとみてよいだろう。
その人たちが属する企業規模も特にどの規模に偏るということはない。しかし，支持なし
層についての特色は，ホワイトカラー層が多いということについで，青年層が多く，また，
中流化の程度は比較的低く，特に下層が17．6％をしめている。
〔註〕
（5）この自営業者層の要求度の低さ（満足度の高さ）はかなり労働の主体的要因につい
　ての満足度の高さによることは，諸階層の“生活の質”の特性を分析した前出「生活
　満足感と中流意識E」を参照していただきたい。
（6）拙稿「中流階層帰属意識の分析」『岡山大学経済学会雑誌』第14巻第2号，1982年
頃7）前掲「隼活満足感と中流意識（1）」
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